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行
事
等
が
変
更
・
延
期
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
し
込
み
・
参
加
等
を
す
る
場
合

に
は
主
催
者
に
ご
確
認
願
い
ま
す
。

浄
水
場
を
見
学
し
て

浄
水
場
を
見
学
し
て
       

み
ま
せ
ん

                み
ま
せ
ん
かか

　
「
水
道
水
　
安
心
・
安
全
　
こ
れ

か
ら
も
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
６
月

１
日
（
木
）
か
ら
７
日
（
水
）
ま
で

水
道
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
中
空
知
広
域
水
道
企
業
団
で
は

水
道
週
間
に
合
わ
せ
て
、
こ
の
期

間
に
浄
水
場
の
一
般
見
学
を
実
施

し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
毎
日
安
心
し
て
使
用

し
て
い
る
水
道
水
が
ど
の
よ
う
に

作
ら
れ
て
い
る
の
か
、
こ
の
機
会

に
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
水
が
で
き
る

ま
で
の
解
説
を
行
い
、
原
水
・
処

理
水
の
展
示
、
処
理
薬
品
の
展
示

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
職
員

が
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
見
学
時
間
　
９
時
～
　
時
ま
で

１６

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除
く
。

▼
申
し
込
み
先
　
中
空
知
広
域
水

道
企
業
団
（
砂
川
市
富
平
３
３

７
ー
１
緯
５
３
・
３
８
４
０
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
３
・
３
８
３
０
）

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

ww.nakasorachi-kousu

i.jp

▼
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
　
北
海

道
総
合
政
策
部
知
事
室
道
政
相

談
セ
ン
タ
ー
（
〒
0
6
0
・
8

5
8
8
　
札
幌
市
中
央
区
北
3

条
西
6
丁
目
　
緯
０
１
１
・
２

０
４
・
５
５
２
３
、
F
A
X
０

１
１
・
２
４
１
・
８
１
８
１
、
メ

ー
ルku

jy
o
u
.ko
u
e
ki@
p
r

e
f.h
o
kka
id
o
.lg
.jp

）
ま
た

は
、
空
知
総
合
振
興
局
総
務
課

（
〒
0
6
8
・
8
5
5
8
　
岩

見
沢
市
8
条
西
5
丁
目
緯
０
１

２
６
・
２
０
・
０
２
０
０
、
F

A
X
０
１
２
６
・
２
５
・
５
５

８
８
）

申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不

備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と

き
は
、
道
の
機
関
に
是
正
や
改
善

を
求
め
ま
す
。

　
各
窓
口
で
は
、
様
式
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
北
海
道
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
は
、
申
請
書
様
式
の
ほ
か

申
し
立
て
方
法
等
に
つ
い
て
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
申
立
書
は
窓
口
へ
持
参
す
る
ほ

か
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー

ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
個
人
情
報
の
保
護
に
も
じ
ゅ
う

ぶ
ん
配
慮
し
ま
す
。

※
電
話
や
匿
名
で
の
申
し
立
て
は

受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

北
海
道
苦
情
審
査
委

北
海
道
苦
情
審
査
委
員員

制
度
の
ご
案

　
　
　
　
制
度
の
ご
案
内内

　「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制

度
」
と
は
、
道
の
機
関
が
行
っ
た

業
務
に
関
す
る
苦
情
を
、
皆
さ
ん

に
代
わ
っ
て
、
苦
情
審
査
委
員
が

公
平
で
中
立
な
立
場
か
ら
審
査
す

る
制
度
で
す
。

　
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
す
る

苦
情
で
あ
れ
ば
苦
情
審
査
委
員
に

の
音
量
で
次
の
内
容
を
放
送
し

ま
す
。

▽
放
送
内
容

・
こ
ち
ら
は
歌
志
内
市
役
所
で
す
。

・
こ
れ
は
、
試
験
放
送
で
す
。

・
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
試

験
放
送
で
す
。

※
繰
り
返
し

▼
登
録
制
メ
ー
ル
　
登
録
制
メ
ー

ル
「
防
災
情
報
」
の
配
信
登
録

者
に
訓
練
メ
ー
ル
を
配
信
し
ま

す
。

▽
メ
ー
ル
配
信
文

　
大
規
模
地
震
や
武
力
攻
撃
と
い

っ
た
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
と
き

に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）に
よ
り
国
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報
を
、
市
民

の
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
す
る
た
め
の

試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。
市
が
実

施
す
る
試
験
放
送
等
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

■
試
験
放
送
及
び
訓
練
メ
ー
ル
配

信
日
時

▼
日
　
時
　
６
月
７
日
（
水
）　１１

時
ご
ろ

▼
消
防
の
放
送
　
市
内
各
所
に
設

置
し
て
あ
る
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

日
ご
ろ
の
放
送
と
同
じ
く
ら
い

Ｊ
ア
ラ
ー

Ｊ
ア
ラ
ー
トト

全
国
一
斉
試
験
放

　
　
全
国
一
斉
試
験
放
送送

・
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
。

※
６
月
６
日
に
、
訓
練
周
知
の
メ

ー
ル
を
配
信
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
３
階
緯
４
２
・
３
２

１
２
）
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札
幌
弁
護
士
会
で
は
、
次
の
日

程
に
よ
り
無
料
法
律
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
債
務
整
理
、
交
通
事
故
、
離
婚
、

相
続
、
悪
質
商
法
な
ど
、
ど
の
よ

う
な
ご
相
談
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

　
必
ず
、
事
前
に
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
と
　
き

▽
６
月
6
日
（
火
）
　
時
～
　
時

１０

１２

 村
  田
 　

む
ら
 た

 雅
  彦
 　
弁
護
士

ま
さ
 ひ
こ

▽
６
月
　
日
（
火
）
　
時
～
　
時

２０

１０

１２

 市
  川
 　

い
ち
 か
わ

 大
  輔
 　
弁
護
士

だ
い
 す
け

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
環

境
交
通
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
１

階
緯
４
２
・
３
２
１
７
）

札
幌
弁
護
士

札
幌
弁
護
士
会会

無
料
法
律
相
談

無
料
法
律
相
談
会会

　
市
で
は
、
次
の
日
程
で
「
無
料

人
権
・
困
り
ご
と
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。

　
家
庭
問
題
・
近
隣
間
の
も
め
ご

と
な
ど
で
お
悩
み
の
方
を
対
象
に
、

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
・
困
り
ご

と
相
談
を
行
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

無
料
人
権
・
困
り
ご

無
料
人
権
・
困
り
ご
とと

相
談
所
を

　
　
　
　
相
談
所
を
開開
設設

▼
と
　
き
　
６
月
１
日
（
木
）　１３

時
～
　
時
１５

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

▼
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・

３
２
１
７
）

※
札
幌
法
務
局
滝
川
支
局
（
緯
２

３
・
２
３
３
０
）
で
も
常
時
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
　
　

予
防
接
種
の
ご
案

　
　
予
防
接
種
の
ご
案
内内

　
高
齢
者
の
肺
炎
は
「
肺
炎
球

菌
」
感
染
に
よ
る
も
の
が
最
も
多

く
、
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
は
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
の
約

７
割
を
予
防
す
る
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
無
料

で
受
け
ら
れ
る
定
期
接
種
の
対
象

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
①
に
該
当
す
る
方
に
は
、
６
月

中
旬
に
ご
案
内
と
高
齢
者
の
肺
炎

球
菌
予
防
接
種
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

を
お
送
り
し
ま
す
。

　
②
に
該
当
す
る
方
で
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
介
護
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
７
４
・
６

６
１
６
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
案
内
と
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お

送
り
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
　
６
月
　
日
（
月
）

２６

か
ら
実
施
医
療
機
関
で
受
け
付

け
を
開
始
し
ま
す
。
予
約
制
で

す
の
で
、
必
ず
事
前
に
電
話
等

で
医
療
機
関
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
実
施
医
療
機
関
　
歌
志
内
市
立

病
院
（
緯
４
２
・
３
１
８
５
）
、

勤
医
協
上
砂
川
診
療
所
（
緯
６

２
・
２
２
０
４
）

※
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
市

外
医
療
機
関
等
に
入
院
し
て
い

る
な
ど
、
市
内
の
医
療
機
関
で

接
種
で
き
な
い
方
は
保
健
介
護

グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▼
持
参
す
る
も
の
　
高
齢
者
の
肺

炎
球
菌
予
防
接
種
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
・
保
険
証

▼
そ
の
他
　

・
接
種
で
き
る
期
間
は
７
月
１
日

（
土
）
～
令
和
６
年
３
月
　
日
３１

（
日
）
で
す
。

・
定
期
接
種
以
外
の
方
の
予
防
接

種
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
過
去
に
接
種
さ
れ
た
方
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

＜今年度の定期接種対象＞

生 年 月 日年齢区分

昭和３3年４月２日生～昭和３4年４月１日生６５歳

①

昭和２8年４月２日生～昭和２9年４月１日生７０歳

昭和２3年４月２日生～昭和２4年４月１日生７５歳

昭和１8年４月２日生～昭和１9年４月１日生８０歳

昭和１3年４月２日生～昭和１4年４月１日生８５歳

昭和 8年４月２日生～昭和 9年４月１日生９０歳

昭和 3年４月２日生～昭和 4年４月１日生９５歳

大正１2年４月２日生～大正１3年４月１日生１００歳

６０～６４歳の方で、心臓、腎臓、呼吸機能に障がいがあるため
に、日常生活活動が極度に制限される方。

②

…………………………………………………………………
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市
内
の
事
業
所
で
は
、次
の
と

お
り
従
業
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

繋
介
護
員（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

▼
求
人
数
　
２
人
　
年
齢
不
問

罫
土
木
作
業
員
（季
節
雇
用
）

▼
求
人
数
　
２
人
　
年
齢
不
問

茎
生
活
相
談
員

▼
求
人
数
　
１
人
　
　
歳
以
下

４４

荊
土
木
作
業
員
（通
年
雇
用
）

▼
求
人
数
　
２
人
　
年
齢
不
問

蛍
製
造
工

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

計
フ
ロ
ン
ト
及
び
事
務
員
補
助

▼
求
人
数
　
１
人
　
　
歳
以
下

５９

　
く
わ
し
く
は
、  ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
滝
川
公
共
職
業
安
定
所
砂
川

出
張
所
  （
砂
川
市
西
６
条
北
５

丁
目
緯
５
４
・
３
１
４
７
）へ
。

求
人
情
報

求
人
情
報
 （
５
（
５
月月
　
日
現
在
）

日
現
在
）

１０１０

パ
ソ
コ
ン

パ
ソ
コ
ン
のの処

分
に
つ
い

　
　
　
　
処
分
に
つ
い
てて

　
ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
パ
ソ

コ
ン
は
自
治
体
で
の
回
収
・
申
し

込
み
の
受
け
付
け
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、 
廃
棄
す
る
場
合
は
、

直
接
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
に
回
収

を
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
メ
ー
カ
ー
の
不
明
な
も

の
に
つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
３
R

推
進
協
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
一
般
ゴ
ミ
と
し
て
排
出
さ
れ
ま

す
と
、
市
で
は
不
適
正
排
出
物
と

な
り
回
収
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
お
気

を
付
け
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
機
器
　
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ

ソ
コ
ン
、
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
パ
ソ

コ
ン
、
C
R
T
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
C
R
T

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
一
体
型
パ
ソ
コ

ン
、
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
一
体

型
パ
ソ
コ
ン

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・

３
２
１
７
）
ま
た
は
一
般
社
団

法
人
パ
ソ
コ
ン
３
R
推
進
協
会

（
緯
０
３
・
５
２
８
２
・
７
６

８
５
）

　
医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
る
薬
に

は
、
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
と
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）
が
あ
り
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
処
方

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
医
師
や
薬

剤
師
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

希
望
を
伝
え
る
か
、
医
療
機
関
や

薬
局
の
窓
口
に
「
希
望
カ
ー
ド
」

を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
お
願
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
希
望
カ
ー
ド
」
が
必
要
な
方

は
戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
効
き
目
・
安
全
性
に
つ
い
て

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
こ

れ
ま
で
効
き
目
や
安
全
性
が
実

証
さ
れ
て
き
た
新
薬
と
同
等
の

効
果
・
効
能
を
持
ち
、
厚
生
労

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
のの

利
用
に
つ
い

利
用
に
つ
い
てて

働
省
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る

安
全
な
薬
で
す
。

※
ご
希
望
の
場
合
は
、
必
ず
主
治

医
や
薬
剤
師
に
よ
く
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

■
価
格
に
つ
い
て

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用

す
る
と
、
薬
に
よ
っ
て
は
、
新

薬
よ
り
３
割
以
上
、
中
に
は
５

割
以
上
安
く
な
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
（
緯
０
１

１
・
２
９
０
・
５
６
０
１
）ま
た

は
、
戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ
（
市

役
所
１
階
緯
４
２
・
３
２
１

７
）

繋
「
薬
物
、
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

　
覚
醒
剤
や
大
麻
な
ど
の
薬
物
を

乱
用
す
る
と
、
身
体
や
精
神
が
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
り
、
記
憶
障
が
い
や

人
格
が
変
化
し
、
場
合
に
よ
っ
て

は
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
昨
今
、
S
N
S
な
ど
で
依
存
症

や
危
険
性
は
な
い
と
い
う
よ
う
な

誤
っ
た
情
報
が
見
受
け
ら
れ
ま
す

赤
歌
警
察
署
か
ら
の

赤
歌
警
察
署
か
ら
の
　
　

お
知
ら

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せせ

が
、
薬
物
は
一
度
手
を
出
す
と
強

い
依
存
性
で
自
分
の
意
思
で
は
止

め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
も
し
違
法
薬
物
を
勧
め
ら
れ
た

り
誘
わ
れ
た
り
し
た
ら
、
き
っ
ぱ

り
と
断
り
、
警
察
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

罫
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

　
バ
イ
ク
は
車
体
が
小
さ
く
、
車

の
ミ
ラ
ー
等
の
死
角
に
な
っ
て
見

落
と
さ
れ
や
す
く
、
交
通
事
故
当

事
車
両
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
　
ラ
イ
ダ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
カ
ー
ブ
手
前

で
の
減
速
、
自
分
の
体
力
や
経
験

に
合
わ
せ
た
運
行
計
画
を
つ
く
り

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

茎
不
法
就
労
・
不
法
滞
在
防
止
の

た
め
に

　
不
法
に
入
国
し
た
り
、
在
留
期

限
が
切
れ
て
も
出
国
し
な
い
で
不

法
滞
在
し
て
い
る
外
国
人
や
、
不

法
滞
在
し
な
が
ら
不
当
に
就
労
し

て
収
入
を
得
て
い
る
よ
う
な
外
国

人
は
、
皆
さ
ん
の
周
り
に
い
ま
せ

ん
か
。

　
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
「
お
か
し

い
な
？
」
と
思
っ
た
ら
、
警
察
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
赤
歌
警
察
署
警

務
課
（
緯
３
２
・
０
１
１
０
）
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ご
み
袋
を
破
い
て
生
ご
み
等
を
散

乱
さ
せ
る
、
繁
殖
期
に
威
か
く
や

攻
撃
を
さ
れ
る
な
ど
の
被
害
が
あ

り
ま
す
。

　
エ
サ
や
り
は
フ
ン
害
を
引
き
起

こ
す
ば
か
り
で
な
く
、
過
度
な
繁

殖
を
招
く
の
で
、
野
生
生
物
に
は

絶
対
に
エ
サ
を
あ
げ
な
い
で
く
だ

　
給
餌
を
す
る
こ
と
で
、
野
生
生

物
は
人
が
食
べ
物
を
く
れ
る
も
の

だ
と
思
い
、
人
を
恐
れ
な
く
な
り

ま
す
。
ご
み
を
荒
ら
し
て
い
る
カ

ラ
ス
等
の
野
生
生
物
を
追
い
払
お

う
と
し
て
も
、
逃
げ
な
く
な
っ
た

な
ど
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
農
作
物
へ
の
被
害
、
フ
ン
に
よ

る
建
物
な
ど
の
汚
れ
、
収
集
前
に

野
生
生
物
に
エ
サ
を
あ

野
生
生
物
に
エ
サ
を
あ
げげ

な
い
で
く
だ
さ

な
い
で
く
だ
さ
いい

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
1
階
緯
４
２
・

３
２
１
７
）

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金
のの

繰
上
げ
・
繰
下
げ
請

　
繰
上
げ
・
繰
下
げ
請
求求

減額率年齢

３０％６０歳

２４％６１歳

１８％６２歳

１２％６３歳

６％６４歳

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
　
歳
６５

か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
希
望
に

よ
り
　
歳
に
な
る
前
や
　
歳
以
後

６５

６６

に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、　
歳
よ
り
早
く
繰
上

６５

げ
て
受
け
取
る
と
減
額
さ
れ
、　６６

歳
よ
り
遅
く
繰
下
げ
て
受
け
取
る

と
増
額
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
一
度
、
繰
上
げ
・
繰
下

げ
請
求
を
す
る
と
生
涯
同
じ
割
合

で
、
減
額
ま
た
は
増
額
さ
れ
た
年

金
額
に
な
り
ま
す
。　
な
お
、
増

減
の
率
に
つ
い
て
は
次
表
の
と
お

り
で
す
。

▽
繰
上
げ
た
場
合
の
注
意
点

①
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
（
退
職

共
済
）
年
金
の
定
額
部
分
の
一

■繰下げ受給時の増額率

■繰上げ受給時の減額率

増額率年齢

 ８．４％６６歳

１６．８％６７歳

２５．２％６８歳

３３．６％６９歳

４２．０％７０歳

▽
繰
下
げ
た
場
合
の
注
意
点

①
原
則
、
他
の
年
金
（
老
齢
厚
生

年
金
を
除
く
）
を
受
け
る
権
利

が
あ
る
場
合
は
繰
下
げ
請
求
が

で
き
ま
せ
ん
。

②
振
替
加
算
は
増
額
の
対
象
に
な

部
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

②
　
歳
に
な
る
ま
で
、
遺
族
厚
生

６５（
遺
族
共
済
）
年
金
と
繰
上
げ

し
た
老
齢
基
礎
年
金
を
一
緒
に

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
障
が
い
の
程
度
が
重
く
な
っ
た

場
合
に
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

④
寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑤
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ

と
、
保
険
料
を
追
納
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

⑥
繰
上
げ
請
求
を
取
り
消
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
日
本
に
お
住
ま
い
の
　
歳
以
上

２０

　
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
に

６０加
入
し
保
険
料
を
納
付
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
年
金
制
度
の
内
容
や
メ

　
歳
到
達
者
へ
の
年
金

歳
到
達
者
へ
の
年
金
制制

２０２０度
周
知
動
画
の
ご
案

度
周
知
動
画
の
ご
案
内内

リ
ッ
ト
、
保
険
料
の
免
除
の
手
続

き
な
ど
を
、
初
め
て
加
入
す
る
方

に
も
わ
か
り
や
す
く
動
画
で
ご
案

内
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク

集
か
ら
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
砂
川
年
金
事
務

所
（
緯
５
２
・
２
１
４
４
）
へ
。

教
科
書
展
示
会
を

教
科
書
展
示
会
を
           

開
催
し
ま

                開
催
し
ま
すす

　
義
務
教
育
学
校
（
前
期
課
程
及

び
後
期
課
程
）
で
使
用
し
て
い
る

教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
教
科
書
を
ご
覧
に

な
り
ま
せ
ん
か
。

▼
期
　
間
　
６
月
　
日
（
水
）
～

１４

　
日
（
火
）

２７

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

▼
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
グ
ル

ー
プ
（
教
育
委
員
会
緯
４
２
・

４
２
２
３
）

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
繰
下
げ
待

機
期
間
中
は
振
替
加
算
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
砂
川
年
金
事
務

所
（
緯
５
２
・
２
１
４
４
）



26令和５年６月号

編
集
と
発
行
　
歌
志
内
市
企
画
財
政
課
企
画
広
報
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
　
　
電
話
４
２
・
３
２
１
４
（
毎
月
１
日
・
発
行
）　
印
刷
　
㈱
プ
リ
コ
ム
旭
川

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

■
ふ
る
さ
と
納
税
　
　
　
　
　
　

▽
高
知
県
　
 深
  田
 　

ふ
か
 た

 聡
 さ
ん
か
ら

さ
と
し

　
　
　
　
　
　
　
現
金
４
千
円

…………………

…………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

宝
く
じ
公
式
サ
イ
ト
で

宝
く
じ
公
式
サ
イ
ト
で
のの

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売売

　
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
私
た
ち

の
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
て

お
り
、「
宝
く
じ
公
式
サ
イ
ト
」
な

ら
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
宝
く
じ

が
購
入
で
き
ま
す
。

　「
宝
く
じ
公
式
サ
イ
ト
」
で
宝

く
じ
を
購
入
す
る
に
は
、
会
員
情

報
、
お
支
払
い
方
法
、
当
せ
ん
金

の
受
取
口
座
を
登
録
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
購
入
や
、

お
得
な
特
典
、
便
利
な
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
会
員
登
録
く
だ
さ
い
。

▼
「
宝
く
じ
公
式
サ
イ
ト
」
で
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
購
入
に
つ
い

て

▽
対
象
商
品
　
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
、

全
国
通
常
宝
く
じ
、
ブ
ロ
ッ
ク

宝
く
じ
、
ロ
ト
７
、
ロ
ト
６
、

ミ
ニ
ロ
ト
、
ビ
ン
ゴ
５
、
ナ
ン

バ
ー
ズ
３
、
ナ
ン
バ
ー
ズ
４
、

着
せ
か
え
ク
ー
ち
ゃ
ん
、
ク
イ

ッ
ク
ワ
ン

※
ス
ク
ラ
ッ
チ
を
除
く
全
て
の
宝

く
じ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
　
　
　
　

カ
ー
ド
に
つ
い

カ
ー
ド
に
つ
い
てて

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

方
法
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ

ソ
コ
ン
、
証
明
用
写
真
機
、
郵
送

の
４
つ
の
中
か
ら
選
べ
ま
す
。

　
市
役
所
で
は
郵
送
に
よ
る
申
請

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。　

写
真
撮
影
（
無
料
）
や
申
請
書
の

準
備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
仕
事
な
ど
で
日
中
に
市
役
所

へ
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

平
日
の
時
間
外
で
の
対
応
を
行
い

ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
電
話
で

の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
２
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方
は
、

９
月
末
ま
で
に
ポ
イ
ン
ト
申
し
込

み
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
選
択
し

た
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
最
大
２
万
円
相
当
分
の
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
で
き
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み

に
つ
い
て
、
対
応
す
る
機
器
が
な

い
場
合
や
設
定
方
法
に
不
安
が
あ

る
方
は
、
市
役
所
１
階
窓
口
に
て

手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
９
月
末
よ
り
も
早
く
申
し
込
み

を
締
め
切
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ポ
イ
ン

ト
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
戸
籍
保
険
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・

３
２
１
７
）

ハ
チ
の
巣
の
駆
除
と

ハ
チ
の
巣
の
駆
除
と
　
　

助
成
金
に
つ
い

　
助
成
金
に
つ
い
てて

　
市
で
は
、
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
自
宅
敷

地
内
で
の
駆
除
は
専
門
業
者
（
有

料
）
に
依
頼
す
る
か
、
市
で
防
護

服
の
貸
し
出
し
（
無
料
）
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
度
よ
り
市
で
は
ハ

チ
の
巣
駆
除
に
対
す
る
助
成
金
制

度
を
創
設
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
公
園
や
道
路
な
ど
の
公

共
の
敷
地
内
で
ハ
チ
の
巣
が
発
見

さ
れ
た
場
合
は
、
市
へ
情
報
提
供

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
助
成
金
の
交
付
対
象
者

①
市
内
に
お
い
て
ハ
チ
が
営
巣
し

た
建
物
ま
た
は
土
地
を
所
有
し
、

使
用
し
て
い
る
、
も
し
く
は
管

理
す
る
個
人
ま
た
は
団
体
（
法

人
を
除
く
）

②
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

▼
助
成
金
額

▽
ハ
チ
の
巣
を
１
個
駆
除
す
る
場

合
　
ハ
チ
の
巣
駆
除
に
要
し
た

金
額
の
２
分
の
１
以
内
と
し
、

１
万
５
０
０
０
円
を
限
度
と
し

ま
す
。

▽
ハ
チ
の
巣
を
同
時
に
２
個
以
上

駆
除
す
る
場
合
　
ハ
チ
の
巣
駆

除
に
要
し
た
金
額
の
２
分
の
１

以
内
と
し
、
２
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

※
駆
除
を
行
う
た
め
に
建
物
の
一

部
を
解
体
す
る
費
用
及
び
そ
の

復
旧
に
係
る
費
用
は
対
象
外

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・

３
２
１
７
）

　
健
康
に
関
す
る
事
業
に
参
加
す

る
と
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、　
ポ
１０

イ
ン
ト
貯
め
る
と
健
康
に
役
立
つ

グ
ッ
ズ
と
交
換
で
き
ま
す
。

　
健
康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
、
対

象
事
業
の
参
加
時
や
市
役
所
で
配

布
し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
、

楽
し
み
な
が
ら
健
康
に
な
り
ま
し

ょ
う
！

▼
対
象
事
業
　
健
康
診
査
・
が
ん

検
診
（
得
と
く
健
診
等
）、
健
診

結
果
説
明
会
、
妊
婦
・
成
人
歯

科
健
診
、
チ
ェ
ア
ビ
ク
ス
教
室
、

元
気
は
つ
ら
つ
教
室
、
出
前
講

座
、
介
護
教
室
、
チ
ロ
ル
学
園
、

歩
こ
う
会
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
ク

ー
ル
等

※
そ
の
他
、
体
重
・
血
圧
・
歩
数

の
記
録
提
出
で
ポ
イ
ン
ト
付
与
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
保

健
介
護
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２

階
緯
７
４
・
６
６
１
６
）

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
をを

実
施
し
ま

　
　
　
　
　
実
施
し
ま
すす


